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デジタルアーカイブの設計・運用における課題：2010 年代の国内

の研究動向から 
 

大月希望 1 大向一輝 2 佐倉統 3 
 

概要：デジタルアーカイブに関する研究は数多く行われてきており，技術的な問題や個々の実践に関するもの等，様々
な議論が出てきている．そこで，本研究では，2010 年代日本におけるデジタルアーカイブ研究のサーベイを通じて，
デジタルアーカイブの設計・運用において議論・研究対象とされてきた課題を整理する．特に，システムの制約に関

する問題や，個々の対象に合ったシステムと一般化の両立といった課題について見ていく．とりわけ，東日本大震災
後に震災アーカイブはどう変化してきたか，約 10 年経過した現在どうなっているかについて焦点を当てることで，
研究動向との関連についても検討する． 
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Through the 2010s in Japan 
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Abstract: There has been a lot of research on digital archives, and various discussions have been emerged, including technical 
issues or individual practices. This research performed to organize the issues that have been discussed and researched in the design 
and operation of digital archives through taking a survey of Japanese research trends in the 2010s. In particular, we reviewed issues 
such as constraints of system or compatibility between individualized systems and generalizations. We also focused on the 
transitions in the earthquake archives after the Great East Japan Earthquake or the current state of that in about 10 years, and 
examined the relationship with the research trends. 
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1. はじめに   

近年，デジタルアーカイブを対象とする研究が多くなさ

れており，文化財のデジタル化やメタデータ付与といった

技術に関することや，特定の分野や地域における実践に関

すること等，様々な議論が行われてきた．本研究では，日

本国内におけるデジタルアーカイブに関連する論文のうち，

特に設計や運用における議論や実践について言及があった

ものを取り上げて課題を整理する．本稿では 2010 年代の

人文科学とコンピュータ研究会の研究報告 CH 研究会・人

文科学とコンピュータシンポジウム（じんもんこん）論文

集に掲載された論文を中心として関連する研究を取り上げ，

さらにそこで言及されていた研究も参照する形でサーベイ

を行った． 

2010 年代の日本は，東日本大震災という未曽有の大災害

を経験し，文化財研究者や博物館関係者のみならず一般市

民の間でも，文化財の保存やレスキュー活動[1]，そして記

憶や経験を記録すること[2]に関心が集まった時期である．
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そのような時期において検討されてきた課題と，東日本大

震災関連のアーカイブの関連についても検討していく． 

また，資料の収集や展示における限界，資料の構造に合

った展示方法等，博物館学の分野において検討されてきた

課題と，デジタルアーカイブにおける課題との関連もみて

いきたい． 

2. システムの制約への対応 

はじめに取り上げるのは，デジタルアーカイブのシステ

ムに関する問題である．ある対象のデジタルアーカイブを

新たにつくる際，既存のシステムをそのまま利用すること

が難しいため，改良や新規開発の検討を重ねているものが

多くあった．例えば，既存の語彙や構造では対象について

の十分な表現が難しいものや，対象だけでなくその周辺情

報に関する情報も同時に表現する必要がある場合などであ

る． 

2.1 メタデータの語彙  

デジタルアーカイブ化にあたっての課題として，メタデ
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ータの語彙に関するものがよく見られた．従来の文献資料

や博物館資料，文化財を対象とするメタデータ標準の語彙

だけでは，対象についての情報を不足なく記述することが

できないという問題である．これに対するひとつの解決策

として，例えば彦坂・杉山は，田楽の演目映像をデジタル

アーカイブ化するにあたって，独自の語彙を追加すること

で対応している[3]．こうした取り組みは，無形の資料ある

いは非文献資料を対象とするデジタルアーカイブの設計に

おいて多く見られた． 

また，時間を表すメタデータの記述方法について検討し

たいくつかの研究がある．関野は，あいまいな期間を RDF

データとして記述するために HuTime オントロジを用いる

ことにより暦期間の参照を可能にし，時間名が表す期間に

ついては外部リソースを参照することで期間の始点と終点

を記述した[4]．他方で，中村らの研究では，TEI（Text 

Encoding Initiative）を用いて日付を記述する際に，異なる種

類の日付を扱うために date タグと when 属性を使うことで

作成日をマークアップする工夫を行っていた[5]． 

2.2 データ構造  

データ構造に関する課題として，メタデータ語彙と同じ

く，従来の構造をそのまま利用すると何らかの不自由が生

じることがある．この問題への対応としては，独自のデー

タ構造の検討や原資料の構造に沿ったアーカイブの作成と

いったものが挙げられる． 

西尾・杉山は，祭りのデジタルアーカイブ化の問題点と

して，独自のデータ構造であるために情報活用と祭りの変

遷の記述が難しいことを挙げ，ダブリンコア等から選択し

たメタデータに祭り独自のメタデータを追加すること，お

よび年代ごとの変遷を効率的に記録する仕組みを提案した

[6]． 

原資料の構造に沿ったアーカイブの作成に関する取り

組みとしては，次のようなものがあった．田中らの研究で

は，資料ページへのアクセス制限によって利用者が原資料

の構造通りの順番でのみアクセスが可能な仕組みをつくり，

原資料の構造を文脈として理解させることを実現した[7]．

他方で福田らの研究では，既存のシステムである Omeka S

上でビデオゲームの書誌データベースを構築しており，入

れ子データの形式で個別資料を表示させることで構造を表

現している[8]． 

上記の例からわかるように，多様なアーカイブ対象とそ

の構造を過不足なく適切に表現する方法は一通りではなく，

アーカイブごとに工夫がなされている．こうした工夫は博

物館における展示でもしばしばみられ，展示空間の導線に

沿って鑑賞することにより展示資料全体の構造を捉えやす

くしている． 

2.3 周辺情報の取り込み  

上記 2 点に関連する課題として，デジタルアーカイブの

対象となるものに関するメタデータに加え，その周辺にあ

る情報についても合わせて記述する場合の方法の検討が挙

げられる．田中らは，服飾文化財に関するデータベース構

築の研究において，“服飾文化財に対する理解を深めるため

には，その背景にある文化的知識も必要”であるとし，「小

袖屏風」と「文様」それぞれの情報源を統合したデータベ

ースを構築することにより，文様に関する知識に基づく検

索を可能とした[9]．同様に今村・岡田は，有形の文化資料

の保存・修復に加えて無形の語り・絵解きも内包したデジ

タルアーカイブ構築の必要性を指摘し，絵解きをクロスメ

ディアとして捉えた構造化記述を行った[10]． 

また，既存のメタデータ標準を用いることが可能である

文献資料の書誌情報についても，貴重書の場合ではさらな

る記述が必要である．吉賀らは，貴重書の書物成立過程に

関する文化財的・書誌学的情報は現代書誌情報には含まれ

ず注記として書かれるが，それらを抽出し書誌項目に書き

加えることで利用者のニーズに合ったデータを作成した．

また，貴重書の書誌データは専門知識を要するため入力者

の主観が入ることがあり，そうしたデータも含めた正規化

を実現させるために，アノテーション付与によって推測で

あることを表現した[11]． 

このような資料本体についてのメタデータのみならず，

資料の背景や周辺の情報も含めたデジタルアーカイブを作

成する試みは，今から約 40 年前に梅棹忠雄が提唱した「博

情館」の理念[12]を，デジタルアーカイブというプラットフ

ォームに反映させたものといえるだろう．また，博物館学

の分野で指摘されてきた収集・展示という営みの中ですべ

ての世界を表現することはできないという限界の問題[13]

に対する，現代的な応答のひとつであると考えられる． 

3. アーカイブの個別化と一般化の両立 

前節では，個々のデジタルアーカイブ作成にあたってシ

ステムの制約をどう解決するかという課題について見てき

た．そうした課題の検討後，あるいは並行して検討が必要

なものとして，個々のアーカイブ同士や統合型アーカイブ

との連携のための一般化が挙げられる．個別の対象への対

応と一般化の両立には次のような課題がある． 

3.1 メタデータモデル  

福田が“メタデータモデルを考える上で，「標準モデル対

専用モデル」という論点は 1 つの立脚点”であると指摘[14]

するように，個別の対象の情報を記述することに特化した

専用のメタデータモデル，汎用性の高い標準モデル双方に

利点と欠点がある．ビデオゲームのメタデータモデルに関

する研究では，標準モデル寄りのアプローチを採っており，

その利点として，①書誌データの再利用性②既存のユーテ

ィリティの活用③他形式の資源との関連記述が容易である

ことが述べられている[14]． 

3.2 横断型検索  

複数の分野や組織にまたがる資料を対象としたデジタ
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ルアーカイブの作成では，横断的な情報検索環境の実現に

向けたデータ交換方式・メタデータ形式についての検討の

必要性が課題として挙げられていた[15]． 

同じ対象であっても時代により名称が異なる場合に，ど

のようにリンキングを行うかという研究もなされている．

三原らは津波被害の多い三陸地方の地名変遷について，

Linked Open Data に則った RDF 形式のデータセットを開発

し，2 つの津波関連アーカイブのメタデータのリンキング

を行うことで，地名の変遷を追跡する資料検索システムを

構築した[16]．このような震災関連アーカイブをめぐる動

きについては，5 節で詳述する． 

3.3 コンテンツの相互運用性  

検索のみならず，サイトやデジタルアーカイブ間でコン

テンツを横断させる取り組みも見られる．これは，IIIF

（International Image Interoperability Framework）の急速な普

及によるところが大きく，京都大学・慶應大学による統合

型富士川文庫デジタルアーカイブ[17]や，各地のデジタル

アーカイブ中の古典籍から顔貌を切り出してコレクション

化する取り組み[18]，世界各地のデジタルアーカイブ中の

仏典画像を協働で集約して研究活動に活用できるようにす

るといった取り組み[19]の一方で，そういった取り組みを

統合的に扱えるプラットフォームの開発[20]も進められつ

つあるなど，IIIF を通じたコンテンツの相互運用性は，こ

の時期になり大きく発展し始めている． 

3.4 利用対象者の拡張  

利用者に関する課題については，操作性向上のほか，研

究者と一般市民双方に向けた公開が求められることが挙げ

られる．堀井らが実践・研究を行った科学実験機器資料の

リポジトリ化では，現行のインターフェースは学術関係者

向けであり，生涯学習や教育における利用等，非専門家向

けにも学術情報を提供する仕組みが必要であると結論付け

ている[15]． 

4. コストの問題 

4.1 デジタル化のコスト  

上原らの木版本のデジタル化についての研究では，課題

としてコストが非常に大きいことが述べられており，対象

資料の行数が多いことと OCR 精度が低いことが原因であ

るという[21]．2.3 で取り上げた今村・岡田の研究では，デ

ジタルアーカイブ化のコストへの対応策として，構造化記

述の簡素化・改良，絵解きのチャプタ特定の自動化等を挙

げている[エラー! ブックマークが定義されていません。]． 

このように，デジタル化にかかるコストはアーカイブの

対象にかかわらず共通の問題となっており，機械化・自動

化が目指されているものの，実現が難しいものもある．そ

の要因ひとつが，次で説明する専門知識に関する課題であ

る． 

4.2 専門知識を必要とする作業  

先述した上原の研究においては，デジタル化にあたって

専門の研究者の手作業が必要である点が課題として述べら

れていた[21]．歴史的状況記録資料を対象とした市野らの

研究では，様々な状況記録のワークフローと作業者の分類，

作業過程のモデル化の検討から，他分野の研究者との情報

共有のオンライン化や研究者と市民の協働の可能性等につ

いて説明がなされていた[22]． 

実際の研究状況に目を向けても，専門知識を必要とする

デジタル化作業は多々あるが，他方で「みんなで翻刻」で

は研究者だけでなく非専門家・一般市民も翻刻に参加でき

るクラウドソーシング方式を採っている．「みんなで翻刻」

はくずし字学習アプリとの連携により市民が翻刻に参加し

やすい仕組みを整備しており，ユーザー層の拡大に成功し

ている[23]． 

4.3 保存に伴うコスト  

映画データのデジタルアーカイブに関する川嶌らの研

究では，長期保存のためにはデジタルデータのビット列の

破損をチェックすることが求められるが，映画データは大

容量であるため現実的であるかという疑問が述べられてお

り，また情報パッケージ用メタデータについても，長期的

に信頼できるメタデータスキーマ標準の採用あるいは定義

が必要であると指摘している[24]． 

また，長期保存と活用を目指す試みも行われている．江

草による教育図書館貴重資料デジタルコレクションの実践

では，持続可能性を考慮して移行・維持のしやすさに重点

を置いたデジタルアーカイブ作成がなされた[25]． 

4.4 権利関係の対応  

研谷は楽譜や音源資料を対象とした研究において，音楽

に関する国際標準的なメタデータ形式が未普及であること

のほか，権利関係で考慮が必要な点として，パブリックド

メインの譜面でも解説・イラストが印刷されている譜面，

別の人物が編曲している版の公開には留意が必要であり，

また，指揮者・演奏者による手書きのメモが描かれた印刷

譜があるなど，作曲者だけでなく広く権利者が存在するこ

とを指摘した[26]． 

同じく情報公開に伴う課題として，生物学動画アーカイ

ブの運用について扱った石田らの研究では，情報の提供者

側が Web 公開や目的を問わない利用に対する抵抗感を持

っていることを挙げ，アーカイブやオープンサイエンスの

意義について理解を求めることが必要であるとしている

[27]． 

このように，資料のデジタルアーカイブ化には法的な権

利者が存在する幅が広いことを念頭に置いた作業が求めら

れる．また，3.3 で取り上げた利用対象者の拡張という課題

には，インターフェースの問題だけでなくオープンアクセ

スへの理解という問題もあることがわかる． 
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5. 震災アーカイブをめぐる動き 

5.1 震災関連アーカイブの設計  

東日本大震災が発生した 2011 年に行われた「じんもんこ

ん 2011」では，藤本らによって文化財関連の情報インフラ

整備の課題が指摘されており，遺跡空間情報の精度および

標準化の問題，情報公開のライセンスに関する問題がある

とされていた[28]．これらは前節までで見てきた課題とほ

ぼ同質のものであるといえる． 

震災関連アーカイブで特徴的な取り組みとして，震災学

習のワークショップやフィールドワークで得た資料を記録

する試み[29]がある．この試みは資料だけでなく人々の記

憶や思いも記録するという点で，2.3 で説明した資料の周辺

情報の記録と類似している．その中で特筆すべきこととし

ては，新たな資料やフィールドワークで撮影した写真デー

タを図書館に受入資料として提供することを含めた循環型

システムを目指しているという点である．デジタルではな

く施設でのアーカイブ活動においても，空間と紐づけられ

た資料の記録という課題がある．福島第一原発事故に関連

する資料について，資料が置かれていた空間が持つ雰囲気

をどう伝えるかが課題となっている[30]． 

また，震災アーカイブにおけるメタデータ集約について

も検討がなされている．武田らは震災アーカイブの連携に

より利活用性を向上するためには関連性の高いリソースを

まとめることが必要であるとし，主題語内の固有名詞とつ

なぐことができるオントロジーを作成した[31]． 

5.2 震災関連アーカイブの現状  

国立国会図書館東日本大震災アーカイブ「ひなぎく」の現

状について，現在に至るまでに 60 以上のデータベースや

アーカイブと連携を行っており[32]，また公開されている

年表[33]を見ると，震災から約 9 年経った現在においても

「ひなぎく」と新たに連携を開始するアーカイブがあるこ

とがわかる．また，国立国会図書館は 2014 年より毎年 3 月

に，写真・動画・ウェブサイトの情報提供への協力を呼び

かけており[34]，こうした継続的な取り組みにより現在の

「ひなぎく」が形作られている． 

他方で，「ひなぎく」と連携し検索対象となっているデータ

ベース等[28]をみると，既に閉鎖されているものが見受け

られる．同ページによれば，このうち「あおもりデジタル

アーカイブシステム」のデータについては閉鎖の約半年後

に「青森震災アーカイブ」へ移管されており，「陸前高田震

災アーカイブ NAVI」のデータのうちインターネット公開

されていた一部のコンテンツを「ひなぎく」が継承してい

る． 

6. おわりに 

本稿では，日本国内におけるデジタルアーカイブの設

計・運用における課題について，システムの制約，アーカ

イブの個別化と一般化の両立，コスト，震災アーカイブと

いう 4 つの観点からみてきた．多様な構造や周辺情報をも

つ資料のデジタルアーカイブ化に対応するために，そして

個々のアーカイブと統合的なアーカイブとの連携を考慮し

て，主にメタデータに関する部分や IIIF の応用で多くの工

夫がなされてきている．コストの問題への対応としては，

資料のデジタル化作業には専門的な知識を必要とするが，

作業過程のモデル化やクラウドソーシングの活用により専

門家と一般市民が協働して進めていく取り組みが見られた．

震災アーカイブにおいても他のアーカイブと同様の課題が

挙げられており，とりわけ人々の記憶や資料が置かれてい

た空間といった，資料の周辺情報のアーカイブへの取り込

みを重視していることがうかがえた． 

全体を通して，デジタルアーカイブの設計や運用におけ

る課題は，これまでに博物館学の分野で検討されてきた諸

課題と類似していたり，それらの現代的応答のひとつとも

いえる解決策を実践していたりするものがあった．ものや

情報を残す試みは過去から現在，そして未来へと長期にわ

たって続いていく．その流れの中でデジタルアーカイブが

重要な役割を担っていくことが期待される． 
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